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社会福祉法人 北九州市福祉事業団 

Ⅰ 法人の概要（平成 26 年 4 月 1日現在） 

 １ 所 在 地    北九州市八幡東区中央二丁目 1番 1号 

 ２ 設 立 年 月 日    昭和 40 年 11 月 8 日 

 ３ 代 表 者    理事長  南本 久精（平成 26 年７月１日就任） 

 ４ 基 本 財 産    10,000 千円 

 ５ 北九州市の出捐金    10,000 千円（出捐の割合 100％） 

 ６ 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員   8 人 0 人 2 人   6 人 

 
常 勤   3 人 0 人 2 人   1 人 

非常勤   5 人 0 人 0 人   5 人 

職 員 1,123 人 0 人 1 人 1,122 人 

 

 ７ 市からのミッション 

  他の民間事業者では取組みが困難な福祉サービスの実施を通じ、本市の福祉サービスの充実に積極的

な役割を担う。 

  また、事業団が持つ多様な専門性を活かし、民間の社会福祉法人等の先導的役割を担う、より質の高

いサービスを提供する。 

 

 

Ⅱ 平成 25 年度事業実績 

  平成 25 年度は、中期計画の３年目として、事業団の自立経営の安定化を図るとともに、新たな福祉ニ

ーズに対応するため、「サービス」「人材」「財務」の 3つの視点に立った経営計画のもとで事業運営に取

り組んだ。 

  なお、同計画の中間年にあたるため、計画前半での取組み成果を検証するとともに社会情勢の変化等

新しい課題に対応するため、計画の見直しを行い、中期計画（後期）を策定した。 

  指定管理施設では、指定管理期間の最終年度であった児童館 42 館、緑地保育センター2所、介護実習・

普及センターの次期 5年間の継続運営について応募申請を行い、全施設が指定された。特に、児童館 42

館は、全国規模の事業者との競合の結果での指定となった。 

  施設整備については、老朽化した陣山乳児保育所の移転改築を行い、平成 26 年２月から名称を「あじ

さい保育所」に変更し、一般保育所として運営を開始した。 

  また、総合療育センターと小池学園は、市が進める再整備について、その基本的な整備内容を示す再

整備基本計画（案）の策定に、運営事業者として主体的に関わった。 

  平成 25 年度は、10 種 75 施設を運営を行い、決算額は、84 億 8,319 万 9,700 円であった。 

  施設運営にあたっては、利用者へのサービス向上を図るため、施設機能の地域への開放等地域支援を

一層推進するとともに、苦情に対する第三者合同委員会の開催、利用者の権利擁護など、事業運営への
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信頼確保に努めた。 

  総合療育センターでは、障害児の通所・入所支援を始め、療養介護や生活介護等の障害福祉サービス

の提供など、複数の事業を総合的に運営した。 

  外来診療は年間で 43,403 件、入所診療は 27,345 件と、昨年度を上回った。 

  また、発達障害者支援センター「つばさ」の相談件数は、西部分所を含めて 3,119 件で前年度を大き

く上回った。 

  ひまわり学園では、定員に対する一日平均利用率は 104.6％と高い水準を維持したほか、短時間通園

の年間利用数も、3施設合計で 5,740 人と昨年度より増加した。 

  また、保育所等へ支援を行うため、10 月から新規に開始した「保育所等訪問支援」の利用数は 191 件

で、9月までで終了した「巡回相談」の利用実績と比べ大きな変動はなく、順調に滑り出した。 

  保育所では、事業団立 15 所及び指定管理施設の北九州市立八幡東さくら保育所の運営を行った。 

  平均入所率は全体で 102.3％となり、入所定員を増やしているにも拘わらず、前年度に引き続き高い

入所率を維持している。 

  また、移転改築した「あじさい保育所」では、平成 26 年度から市内で初めて実施する「20 時までの

延長保育」の開始に向けて準備を行った。 

  障害者スポーツセンター「アレアス」では、市制 50 周年記念国際車椅子バスケットボール大会の事務

局を受託・運営した。オーストラリア、カナダ、韓国のナショナルチームを招へいし、13,674 人の入場

者や、延べ 931 人の市民ボランティアの参加もあり、成功裏に終了した。 

  福祉用具プラザ北九州〔介護実習・普及センター〕では、年間来所者は 9,557 人、一般相談件数は 2,395

件と、昨年度よりやや減少したが、新規に介護ロボット普及モデル事業を公益財団法人テクノエイド協

会から受託して実施した。 

  社会福祉施設従事者等研修事業（社会福祉研修所）では、市からの受託研修を 103 回実施し、5,472

人の参加があった。 

  また、独自事業として、社会福祉法人向けに「新会計基準移行対策研修」や、当事業団中堅職員を対

象に「リーダー養成プログラム研修」を開催した。 

  子ども・若者応援センター「ＹＥＬＬ」では、市内支援機関のネットワーク組織「北九州市子ども・

若者支援地域協議会」と連携を取りながら、相談事業を実施したほか、自立支援プログラムとして、企

業見学や仕事体験を行う「仕事体験バスツアー」を実施した。これらの取り組みにより、昨年度に引き

続き高い利用率を維持した。 

  高齢者生きがいづくり支援事業では、憩いの場として、レインボープラザ 1階に設置した「虹のふも

と」において、地域のＮＰＯ法人との協働で授産品の販売のほか、講座やイベント等を開催した。 

  また、昨年度に引き続き、障害者や、子ども・若者応援センター「ＹＥＬＬ」利用者を対象にした就

労体験の場としても活用されている。 
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Ⅲ 平成 25 年度決算 

 １ 貸 借 対 照 表 

 平成 26 年 3 月 31 日現在（単位：円） 

科   目 金 額 科   目 金 額 

（ 資 産 の 部 ）  （ 負 債 の 部 ）  

流 動 資 産 2,218,536,301 流 動 負 債 505,114,897

現 金 預 金 1,479,982,842 短 期 運 営 資 金 借 入 金 84,380,378

未 収 金 636,899,162 未 払 金 337,721,311

貯 蔵 品 10,538,909 預 り 金 76,947,358

立 替 金 2,140,955 前 受 金 6,065,850

前 払 金 4,594,055 仮 受 金 0

短 期 貸 付 金 84,380,378 固 定 負 債 1,501,150,792

仮 払 金 0 長 期 運 営 資 金 借 入 金 0

商 品 0 退 職 給 与 引 当 金 1,010,273,154

そ の 他 の 流 動 資 産 0 全 事 協 年 金 共 済 引 当 金 490,877,638

固 定 資 産 6,712,740,976 負 債 合 計 2,006,265,689

基 本 財 産 2,317,178,940 科   目 金 額 

建 物 2,081,396,526 （純資産の部） 

土 地 225,782,414 基 本 金 64,193,130

基 本 財 産 特 定 預 金 10,000,000 第 １ 号 基 本 金 10,000,000

その他の固定資産 4,395,562,036 第 ４ 号 基 本 金 54,193,130

建 物 211,862,118 国庫補助金等特別積立金 2,003,670,945

構 築 物 7,807,209 その他の積立金 2,586,965,386

機 械 及 び 装 置 6,342,503 人 件 費 積 立 金 320,000,000

車 輌 運 搬 具 7,057,661 施 設 整 備 等 積 立 金 799,366,810

器 具 及 び 備 品 67,843,558 保育所施設・設備整備積立金 437,598,576

土 地 0 その他の積立金（経営健全化） 1,000,000,000

建 設 仮 勘 定 0 その他の積立金（その他） 30,000,000

全 事 協 年 金 共 済 預 け 金 490,877,638 次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 2,270,182,127

退 職 給 与 引 当 金 積 立 預 金 1,010,273,154 次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 2,270,182,127

人 件 費 積 立 預 金 320,000,000 （うち当期活動収支差額） 309,228,758

施 設 整 備 等 積 立 預 金 799,366,810 純 資 産 合 計 6,925,011,588

保育所施設・設備整備積立預金 437,598,576   

その他の積立預金（経営健全化） 1,000,000,000  

その他の積立預金（その他） 30,000,000  

そ の 他 の 固 定 資 産 6,137,975  

一 括 償 却 資 産 394,834  

資 産 合 計 8,931,277,277 負 債 及 び 純 資 産 合 計 8,931,277,277

（注）減価償却費の累計額 546,992,207円 
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 ２ 正味財産増減計算書（総括表） 自 平成 25 年 4 月 1 日 

 至 平成 26 年 3 月 31 日（単位：円） 

科   目 金 額 科   目 金 額 

Ⅰ 事業活動収支の部 被 服 費 5,965,451
1 事 業 活 動 収 入 教 養 娯 楽 費 69,276,151
① 介 護 保 険 収 入 221,192,162 日 用 品 費 7,092,517

介 護 福 祉 施 設 介 護 料 収 入 199,224,476 保 育 材 料 費 20,082,573
居 宅 介 護 料 収 入 3,348,202 本 人 支 給 金 214,900
利 用 者 等 利 用 料 収 入 18,619,484 水 道 光 熱 費 215,377,751

② 自 立 支 援 費 等 収 入 1,459,177,830 燃 料 費 12,277,648
介 護 給 付 費 収 入 723,330,195 消 耗 品 費 14,134,404
障 害 児 施 設 給 付 費 収 入 619,509,655 器 具 什 器 費 20,790,846
サ ー ビ ス 利 用 計 画 作 成 費 収 入 49,296 賃 借 料 24,256,819
特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 収 入 13,984,051 教 育 指 導 費 2,892,276
特定入所障害児食費等給付費収入 12,080,409 医 薬 材 料 費 118,921,430
利 用 者 負 担 金 収 入 90,224,224 仕 入 費 751,648

③ 措 置 費 収 入 115,113,569 研 修 費 25,484,548
事 務 費 収 入 59,310,760 雑 費 8,018,775
事 業 費 収 入 22,742,262 ④ 給 付 費 1,308,000
そ の 他 の 措 置 費 収 入 33,060,547 慶 弔 金 1,308,000

④ 運 営 費 収 入 1,658,350,060 ⑤ 補 助 事 業 費 4,296,018
運 営 費 収 入 1,658,350,060 そ の 他 補 助 事 業 費 4,296,018

⑤ 私的契約利用料収入 151,625,747 ⑥ 行   事   費 703,967
私 的 契 約 利 用 料 収 入 151,625,747 行 事 費 703,967

⑥ 事 業 収 入 67,621,858 ⑦ 文化体育団体補助金 348,000
賃 貸 料 収 入 15,458,300 文 化 体 育 団 体 補 助 金 348,000
使 用 料 収 入 16,002,000 ⑧ 減 価 償 却 費 88,893,603
講 座 収 入 4,878,965 減 価 償 却 費 88,893,603
駐 車 場 収 入 7,623,120 ⑨ 徴 収 不 能 額 657,228
共 益 費 分 担 金 収 入 11,517,541 徴 収 不 能 額 657,228
商 品 販 売 収 入 834,582 ⑩ 引 当 金 繰 入 54,410,100
そ の 他 事 業 収 入 11,307,350 退 職 給 与 引 当 金 繰 入 30,000,000

⑦ 医 療 収 入 1,083,421,165         全事協退職年金共済引当金繰入 24,410,100
医 療 収 入 1,083,421,165 事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 7,724,518,971

⑧ 補 助 事 業 等 収 入 24,301,243 事 業 活 動 収 支 差 額 ⑶ = ⑴ - ⑵ 304,776,230
補 助 事 業 収 入 0  
受 託 事 業 収 入 19,637,884 Ⅱ 事業活動外収支の部 
利 用 者 負 担 金 収 入 1,553,146 1 事業活動外収入 
そ の 他 の 補 助 金 等 収 入 3,110,213 ① 会計単位間繰入金収入 26,955,350

⑨ 経常経費補助金収入 3,024,667,303 公 益 事 業 会 計 繰 入 金 収 入 11,859,770
経 常 経 費 補 助 金 収 入 3,024,667,303 収 益 事 業 会 計 繰 入 金 収 入 15,095,580

⑩ 寄 付 金 収 入 1,048,745 ② 経理区分間繰入金収入 912,160,294
寄 付 金 収 入 1,048,745 経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 912,160,294

⑪ 雑 収 入 88,318,997 事 業 活 動 外 収 入 計 ⑷ 939,115,644
雑 収 入 88,318,997 2 事業活動外支出 

⑫ 引 当 金 戻 入 83,679,867 ① 会計単位間繰入金支出 26,955,350
退 職 給 与 引 当 金 戻 入 38,177,120 一 般 会 計 繰 入 金 支 出 26,955,350
全事協退職年金共済引当金戻入 45,502,747 公 益 事 業 会 計 繰 入 金 支 出 0

⑬ 国庫補助金等特別積立金取崩額 50,776,655 ② 経理区分間繰入金支出 912,160,294
事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 8,029,295,201 経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 912,160,294

2 事 業 活 動 支 出 事 業 活 動 外 支 出 計 ⑸ 939,115,644
① 人 件 費 支 出 6,005,436,151 事 業 活 動 外 収 支 差 額 ⑹ = ⑷ - ⑸ 0

役 員 報 酬 5,689,194 経 常 収 支 差 額 ⑺ = ⑶ + ⑹ 304,776,230
職 員 俸 給 2,873,829,323  
職 員 諸 手 当 1,499,606,446 Ⅲ 特別収支の部 
非 常 勤 職 員 給 与 813,879,223 1 特 別 収 入 
退 職 金 38,177,120 ① 施設整備等補助金収入 135,294,820
退 職 共 済 掛 金 39,783,000 施 設 整 備 補 助 金 収 入 131,606,820
全 事 協 退 職 一 時 金 1,390,628 設 備 整 備 補 助 金 収 入 3,688,000
全 事 協 退 職 年 金 39,792,943 ② 固定資産売却益 500
法 定 福 利 費 693,288,274 そ の 他 の 固 定 資 産 売 却 益 500

② 事 務 費 支 出 799,807,569 ③ 国庫補助金等特別積立金取崩額 135,213,043
福 利 厚 生 費 28,330,812 特 別 収 入 計 ⑻ 270,508,363
旅 費 交 通 費 10,153,543 2 特 別 支 出 
研 修 費 15,912,974 ① 固定資産売却損・処分損（売却原価） 4,607,835
消 耗 品 費 31,948,042 建 物 売 却 損 ・ 処 分 損 （ 売 却 原 価 ） 4,553,643
器 具 什 器 費 19,063,986 器具及び備品売却損・処分損（売却原価） 53,686
印 刷 製 本 費 6,821,173 構 築 物 処 分 損 （ 売 却 原 価 ） 6
水 道 光 熱 費 46,451,532 その他の固定資産処分損（売却原価） 500
燃 料 費 7,106,557 ② 国庫補助金等特別積立金積立額 261,448,000
修 繕 費 53,573,528 特 別 支 出 計 ⑼ 266,055,835
通 信 運 搬 費 23,497,537 特 別 収 支 差 額 ⑽ = ⑻ - ⑼ 4,452,528
会 議 費 1,323,019 当 期 活 動 収 支 差 額 ⑾ = ⑺ + ⑽ 309,228,758
広 報 費 5,877,454  
業 務 委 託 費 240,205,941 Ⅳ 繰越活動収支差額の部 
手 数 料 97,100,788 前 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 ⑿ 2,125,082,575
損 害 保 険 料 13,376,874 当 期 末 繰 越 活 動 収 支 差 額 ⒀ = ⑾ + ⑿ 2,434,311,333
土 地 ・ 建 物 賃 借 料 3,064,520 そ の 他 の 積 立 金 取 崩 額 ⒃ 101,170,794
賃 借 料 63,861,855 施 設 ・ 設 備 整 備 積 立 金 取 崩 額 0
租 税 公 課 65,459,000 保育所施設・設備整備積立金取崩額 101,170,794
雑 費 62,359,258 そ の 他 の 積 立 金 積 立 額 ⒄ 265,300,000
全事協退職年金共済負担調整額 4,319,176 施 設 ・ 設 備 整 備 積 立 金 積 立 額 136,300,000

③ 事 業 費 支 出 768,658,335 保育所施設・設備整備積立金積立額 129,000,000
給 食 費 198,955,171 次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 
保 健 衛 生 費 24,165,427         ⒅=⒀+⒁-⒂+⒃-⒄ 2,270,182,127
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Ⅳ 平成 26 年度事業計画 

  平成 26 年度は、平成 25 年度に改定された中期計画（後期）に基づき、人材育成や経営体質改善に取

り組み、さらなる経営基盤の安定を図るため、「サービス、人材、財務」の 3つの視点による経営方針の

枠組みを維持しつつ､事業の充実や､法制度の改正等刻々と変化する経営環境に対応していく｡ 

  また、総合療育センターと小池学園については、市が再整備に向け策定している基本計画に対応した

取り組みを着実に進めていく。 

  指定管理者施設では、平成 30 年度までの指定を受けた児童館、緑地保育センター、介護実習・普及セ

ンターで、指定管理期間の初年度として新たな提案書に基づく事業実施に取り掛かる。また、平成 27

年度に指定管理期間が満了する総合療育センター、ひまわり学園、かざし園、八幡東さくら保育所、勤

労青少年ホームは、次期指定管理選定に向けて社会情勢や市民ニーズに対応した事業展開を図るととも

に、事業成果の評価水準向上に向けた取り組みを行う。 

  なお、今年度から事業団が持つ専門性等を発揮して、主体的に事業等を企画・実施することにより、

北九州市の福祉の向上や増進となると共に、将来の事業団発展の礎とすることを目的とした新規提案事

業を、小池学園、介護実習・普及センター及び八幡西勤労青少年ホームで実施をする。 

  平成 26 年度は 10 種 75 施設を運営する。そのうち、指定管理者として運営する施設は 58 施設（障害

児 7、高齢 1、児童館 42、保育所 1、緑地保育センター2、障害者スポーツセンター、介護実習・普及セ

ンター、勤労青少年ホーム 3）、事業団立として運営する施設は 16 施設（障害者施設 1、保育所 15）、そ

の他市から受託して運営する施設としてレインボープラザがある。 

 

 

Ⅴ 平成 26 年度予算 

 １ 収 支 予 算 書 自 平成 26 年 4 月 1 日 

 至 平成 27 年 3 月 31 日（単位：千円） 

科   目 金 額 科   目 金 額 

Ⅰ 経常活動収支の部 ⑫ 会計単位間繰入金収入 19,318
1 経 常 活 動 収 入 公 益 事 業 会 計 繰 入 金 収 入 18,631
① 介 護 保 険 収 入 221,190 収 益 事 業 会 計 繰 入 金 収 入 687

介 護 保 険 収 入 221,190 ⑬ 経理区分間繰入金収入 583,966
② 自立支援費等収入 1,527,793 経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 583,966

介 護 給 付 費 収 入 766,531 経 常 活 動 収 入 計 ⑴ 8,746,292
障 害 児 施 設 給 付 費 収 入 637,078 2 経 常 活 動 支 出
サ ー ビ ス 利 用 計 画 作 成 費 収 入 84 ① 人 件 費 支 出 6,291,752
特 定 障 害 者 特 別 給 付 費 収 入 14,055 役 員 報 酬 6,144
特定入所障害児食費等給付費収入 12,753 職 員 俸 給 3,009,950
利 用 者 負 担 金 収 入 97,292 職 員 諸 手 当 1,593,648

③ 措 置 費 収 入 108,022 非 常 勤 職 員 給 与 827,181
事 務 費 収 入 54,952 退 職 金 53,295
事 業 費 収 入 22,535 退 職 共 済 掛 金 42,565
そ の 他 の 措 置 費 収 入 30,535 法 定 福 利 費 758,969

④ 運 営 費 収 入 1,733,511 ② 事 務 費 支 出 1,057,556
運 営 費 収 入 1,733,511 福 利 厚 生 費 35,889

⑤ 私的契約利用料収入 156,469 旅 費 交 通 費 17,685
私 的 契 約 利 用 料 収 入 156,469 研 修 費 24,784

⑥ 事 業 収 入 69,145 消 耗 品 費 36,002
賃 貸 料 収 入 15,554 器 具 什 器 費 17,088
使 用 料 収 入 16,933 印 刷 製 本 費 7,838
講 座 収 入 4,511 水 道 光 熱 費 45,103
駐 車 場 収 入 7,384 燃 料 費 8,507
共 益 費 分 担 金 収 入 10,221 修 繕 費 111,816
商 品 販 売 収 入 1,796 通 信 運 搬 費 25,454
そ の 他 事 業 収 入 12,746 会 議 費 1,963

⑦ 医 療 収 入 1,125,117 広 報 費 10,353
医 療 収 入 1,125,117 業 務 委 託 費 268,106

⑧ 補助事業等収入 17,673 手 数 料 113,531
補 助 事 業 収 入 5 損 害 保 険 料 16,167
受 託 事 業 収 入 13,632 土 地 ・ 建 物 賃 借 料 2,946
利 用 者 負 担 金 収 入 1,224 賃 借 料 84,573
そ の 他 の 補 助 金 等 収 入 2,812 租 税 公 課 107,248

⑨ 経常経費補助金収入 3,096,955 雑 費 122,503
経 常 経 費 補 助 金 収 入 3,096,955 ③ 事 業 費 支 出 859,189

⑩ 寄 付 金 収 入 38 給 食 費 228,075
寄 付 金 収 入 38 保 健 衛 生 費 29,706

⑪ 雑 収 入 87,095 被 服 費 7,518
雑 収 入 87,095 教 養 娯 楽 費 76,581

 日 用 品 費 8,856
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保 育 材 料 費 22,744 2 施設整備等支出
本 人 支 給 金 214 ① 固定資産取得支出 415,904
水 道 光 熱 費 234,043 建 物 取 得 支 出 2
燃 料 費 15,241 構 築 物 取 得 支 出 3,954
消 耗 品 費 16,592 機 械 及 び 装 置 取 得 支 出 578
器 具 什 器 費 23,978 車 輌 運 搬 具 取 得 支 出 4,669
賃 借 料 31,774 器 具 及 び 備 品 取 得 支 出 11,205
教 育 指 導 費 4,143 土 地 取 得 支 出 24,500
葬 祭 費 1 建 設 仮 勘 定 取 得 支 出 370,982
医 薬 材 料 費 122,901 そ の 他 固 定 資 産 取 得 支 出 14
仕 入 費 1,000 施 設 整 備 等 支 出 計 ⑸ 415,904
研 修 費 27,101 施設整備等資金収支差額⑹=⑷-⑸ ▲ 242,164
雑 費 8,721

④ 給 付 費 3,429 Ⅲ 財務活動の部
慶 弔 金 3,429 1 財 務 活 動 収 入

⑤ 補 助 事 業 費 5,768 ① 積立預金取崩収入 370,235
福 利 厚 生 補 助 費 1 退職給与引当金預金取崩収入 53,295
そ の 他 補 助 事 業 費 5,767 施設・設備整備積立預金取崩収入 52,610

⑥ 行 事 費 1,543 保育所施設・設備整備積立預金取崩収入 264,330
行 事 費 1,543 財 務 活 動 収 入 計 ⑺ 370,235

⑦ 文化体育団体補助金 480 2 債 務 活 動 支 出
文 化 体 育 団 体 補 助 金 480 ① 積立預金積立支出 41,193

⑧ 借入金利息支出 1 退職給与引当金預金積立支出 1
借 入 金 利 息 支 出 1 人 件 費 積 立 預 金 積 立 支 出 34

⑨ 会計単位間繰入金支出 19,318 施設整備等積立預金積立支出 41,141
一 般 会 計 繰 入 金 支 出 19,311 保育所施設・設備整備積立預金積立支出 16
公 益 事 業 会 計 繰 入 金 支 出 7 そ の 他 の 積 立 預 金 積 立 支 出 1

⑩ 経理区分間繰入金支出 583,966 ② その他の支出 25,153
経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 583,966 全事協退職年金共済預け金支出 25,153

経 常 支 出 計 ⑵ 8,823,002 ③ 流動資産評価減等 15
経 常 活 動 資 金 収 支 差 額 ⑶ = ⑴ - ⑵ ▲ 76,710 徴 収 不 能 額 15

 財 務 活 動 支 出 計 ⑻ 66,361
Ⅱ 施設整備等収支の部 財務活動資金収支差額⑼=⑺-⑻ 303,874

1 施設整備等収入  
① 施設整備等補助金収入 173,701 Ⅳ 予備費⑽ 0

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 173,701 当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 
② 施設整備等寄附金収入 39     ⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼ - ⑽ ▲ 15,000

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入 39 前 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑿ 15,000
施 設 整 備 等 収 入 計 ⑷ 173,740 当 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑾ + ⑿ 0

 

Ⅵ 役 員 名 簿 等 

 １ 役 員 名 簿 

平成 26 年７月１日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

理 事 長 南 本 久 精 北九州市福祉事業団 

理 事 石 本 信 義 北九州市福祉事業団事務局長 

〃 倉 地  忍 北九州市民生委員児童委員協議会理事 

〃 佐 伯  満 北九州市福祉事業団 北九州市立総合療育センター所長 

〃 下 河 邊  智  久 北九州市医師会会長 

〃 瀬 川  保 北九州市社会福祉協議会常務理事 

監 事 鈴 木 雅 子 北九州市会計室長 

〃 古 賀 厚 志 北九州市保健福祉局総務部長 
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 ２ 市との特命随意契約の状況（平成 25 年度実績） 

市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち外郭団体からの再委託の状況 

委託業務名 
委託 
金額 

(千円) 
特命理由 

再委託の
業務内容

委託
金額

(千円)
契約相手 契約方法 

特命随意契約の場
合その理由 

平成 25 年度レイ
ンボープラザ管
理運営委託 

44,673 

レインボープラザのテナント入居部分及び
会議室等は北九州市福祉事業団に使用貸借
しており、市が直接管理する部分について
も、使用貸借部分と同様に、清掃、警備、
エレベーター管理等がある。そこで、使用
貸借部分以外の管理業務も同事業団に委託
し、警備会社等の関係先と一括して契約さ
せた方が効率的かつ経済的であるため。 

電気機械設
備管理 

5,148
北九州ふ
よう(株) 

指名競争
入札 

 

冷温水発生
機保守点検

1,411
北九州ふ
よう(株) 

指名競争
入札 

 

空調自動制
御機器保守
点検 

1,003
北九州ふ
よう(株) 

指名競争
入札 

 

常駐警備駐
車場管理 

11,970
太平ビル
サービス
(株) 

指名競争
入札 

 

環境管理（空
気環境測定
等） 

1,260
太平ビル
サービス
(株) 

指名競争
入札 

 

管理事務補
助 

4,095
太平ビル
サービス
(株) 

指名競争
入札 

 

清掃 6,290
西武ビル
管理(株) 

指名競争
入札 

 

立体駐車場
保守点検 

605

(株) 
西部エレ
ベーター
サービス 

随意契約 
（特命） 

立体駐車場設置行
業者の指定保守点
検業者である。故
障が予測される個
所を把握してお
り、迅速かつ確実
な対応ができる。

非常用自家
発電設備保
守点検 

630
(株)安川
電機 

随意契約
（見積合
わせ） 

 

昇降機保守
点検 

1,449
(株) 
日立ビル
システム 

指名競争
入札 

 

自動扉保守
点検 

96
田村電気
産業(株) 

随意契約
（見積合
わせ） 

 

自家用電気
工作物保安
管理 

330

九州電気
管理者協
会 愛甲 
修 

随意契約
（見積合
わせ） 

 

消防設備保
守点検 

1,278

㈲北九州
消防シス
テムサー
ビス 

指名競争
入札  

社会福祉施設従
事者研修等事業 

39,581 

(1) 北九州市福祉事業団は、市内の保育所、
児童・障害児・者福祉施設、老人福祉施設
等の福祉施設全般を運営している。この現
場運営で培った専門性を活かし、今日的な
課題を設定したうえで、従事者の質の向上
を図るための研修事業の企画・運営を行う
ことができる。 
(2) 社会福祉施設従事者への研修を継続し
て実施しており、地域の福祉施設、教育施
設、医療施設との連携があり、多部門に渡
る専門講師の派遣を行うことができる。 
(3) 当事業は研修体系の継続性が不可欠で
あり、行政側と福祉事業団で法制度等の改
正に伴う研修内容の変更や時代のニーズに
即応する研修内容の充実を絶えず行ってい
る。事業者が毎年変更となれば、その継続
性が失われる。 
(4) 保育士への研修については、①社会福
祉研修所（福祉事業団）②保育課③保育士
会・保育所連盟の三者からの研修を行って
おり、市、保育士会、保育所連盟との密接
な連携が重要であり、北九州市福祉事業団
以外では履行出来るものがいない。 
以上のことから、北九州市福祉事業団でな
ければ、業務目的を達成できないため。 

再委託なし     

すこやか住宅改 10,480 本事業は、専門の知識を持つ作業療法士が 再委託なし     
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市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち外郭団体からの再委託の状況 

委託業務名 
委託 
金額 

(千円) 
特命理由 

再委託の
業務内容

委託
金額

(千円)
契約相手 契約方法 

特命随意契約の場
合その理由 

造助成事業訪問
診断等業務 

対象者の身体状況を確認しながら住宅改修
の内容や助成対象工事の見積もりの診断・
確認を行う業務であり、専門性はもとより
公平性・中立性が強く求められることから、
福祉事業団への委託が適当である。 

軽度認知障害対
策推進事業業務
委託 

5,031 

本事業の従事者には、医療・介護の総合的
な知識が必要である。また対象者を介護予
防事業につなぐために地域とのネットワー
クをもっていることが必要となり、これら
の専門性をもった事業者は他にはないた
め。 

再委託なし     

「高齢者排泄相
談事業」業務委託 

5,278 

排泄に関する相談は専門性が求められ、医
療機関とも連携した事業展開が必要であ
る。これらの業務を確実に遂行できる機関
が他にないため。 

再委託なし     

地域担当看護職
員活動事業業務
委託 

88,399 

本業務は専門性（看護師業務）、人材確保
と人材を適時適切に配置することが求めら
れる。公募方式を導入しているが、参加意
思確認書の提出なし。看護師を確保し事業
を確実に実施できる団体であるため委託し
ている。 

再委託なし     

介護予防サービ
ス計画に伴う介
護報酬請求事務 

36,842 

介護保険上の介護報酬請求事務という、専
門性、知識、経験が必要な業務である。公
募方式を導入しているが、参加意思確認書
の提出なし。本団体は当該業務に必要な人
材を多く抱えているため、委託している。

再委託なし     

平成 25 年度介護
認定審査会補助
業務委託契約 

111,743 

要介護認定は訪問調査に基づき実施される
ものであることから、認定事務の委託につ
いては、訪問調査に精通した居宅介護支援
事業者が望ましく、さらには、公正・公平
な認定を行うため、サービス事業者と利害
関係のない事業者が適切。市内でこの要件
を満たし、仕様書に定める事業を実施でき
る団体は、同事業団しか存在しないと判断。

再委託なし     

平成 25 年度介護
サービス従事者
研修実施業務委
託 

13,094 

平成25年3月に参加者の有無を確認する公
募を行ったが、当該業務を履行可能なもの
が当該業者 1社しかなく、また、他に実施
可能な法人の設立もないため 

再委託なし     

平成 25 年度認知
症介護実践者等
研修業務委託 

10,704 

平成24年3月に参加者の有無を確認する公
募を行ったが、当該業務を履行可能なもの
が当該業者 1社しかなく、以降、他に実施
可能な法人の設立もないため 

再委託なし     

平成 25 年度更新
申請に係る介護
保険訪問調査業
務委託 

306,279 

認定調査の業務は居宅介護支援事業者に委
託が可能。要介護認定にかかる訪問調査の
公平性を確保するためには、介護サービス
の調整を行っていない事業所が適当と判
断。これに該当する事業所は市内では同事
業団しか存在しない。 
また、年間 3万件を超える認定調査件数を
処理できる有資格者（ケアマネジャー）を
抱える事業団は、市内では同事業団しか存
在しない。 

再委託なし     

歯科健康診査等
業務 

234 

障害で北九州市立総合療育センターへ通院
するものの検診は、同センターでしか行え
ない。よって、本業務を同センターで実施
するため、指定管理者である北九州市福祉
事業団と契約するもの。 

再委託なし     

平成 25 年度百万
人の介護予防事
業業務 

21,308 

理学療法士等の専門職を豊富に有してお
り、本事業における職員配置に十分対応で
き、この介護予防運動の開発にも深く関わ
っており、適切な指導が可能であるため。

再委託なし     

平成 25 年度訪問
等による介護予
防支援業務 

61,556 

専門性の高い多数の看護師を確保でき地域
における介護予防支援業務履行できるのは
本市の社会福祉事業の推進を図り、広く市
民の福祉向上を目的に設立された北九州市
福祉事業団のみであるため。 

再委託なし     

介護扶助等 10 割
負担者に対する
要介護認定調査
業務委託 

2,289 

本業務は、指定居宅介護支援事業所などに
委託できるが、市の介護保険と同レベルの
公平・構成な認定調査を行うためには、ケ
アプランの作成業務を行っていない事業所

再委託なし     
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契約相手 契約方法 

特命随意契約の場
合その理由 

であることが望ましく、市内でこの条件を
満たす事業所は福祉事業団のみである。 

在宅心身障害児
者家庭訪問指導
事業業務委託 

3,803 

家庭訪問指導を行うケースについては、継
続したケアを必要とするものがほとんどで
あり、また対象者の障害特性から指導員の
変更は困難であり、専門指導員を備える当
該法人以外での実施は困難である。 

再委託なし     

障害者スポーツ
教室等開催事業
業務委託 

2,400 

障害者の運動に対する専門的指導を行うと
ともに、障害の特性に応じて適切に対応で
きる障害者スポーツ指導員が多数在籍して
いる。これまでも多くの障害者スポーツ教
室等を開催している他、障害者に関する幅
広い事業を実施しており、十分なノウハウ
を有している。このように、当事業を円滑
かつ効率的に遂行できるのは、当事業者の
みである。 

再委託なし     

小学生ふうせん
バレーボール大
会開催事業 

3,250 

障害者の運動に対する専門的指導を行うと
ともに、障害の特性に応じて適切に対応で
きる障害者スポーツ指導員が多数在籍して
いる。これまでも多くの障害者スポーツ教
室等を開催している他、障害者に関する幅
広い事業を実施しており、十分なノウハウ
を有している。このように、当事業を円滑
かつ効率的に遂行できるのは、当事業者の
みである。 

再委託なし     

北九州市発達障
害者支援センタ
ー事業委託 

31,827 

発達障害児の診断・治療の中核施設である
北九州市立総合療育センター内に発達障害
者支援センターを附置している。したがっ
て、北九州市立総合療育センターの運営先
に委託することで、より専門的に事業を実
施するため。 

再委託なし     

発達障害児（者）
支援体制整備検
討委員会事業 

963 
発達障害者支援センターが発達障害者支援
の中核を担っており、効率的・効果的に事
業を実施するため。 

再委託なし     

北九州市発達障
害者支援モデル
事業 

11,170 
発達障害者支援センターが発達障害者支援
の中核を担っており、効率的・効果的に事
業を実施するため。 

再委託なし     

発達障害者支援
センター「つば
さ」10 周年記念
講演会開催業務
委託 

207 
発達障害者支援センターが発達障害者支援
及び普及啓発の拠点となっており、効率
的・効果的に事業を実施するため。 

再委託なし     

北九州市障害者
相談支援事業 

6,070 
地域における相談支援の中心的役割を担う
専門職確保、相談体制が取れるため。（2
団体中の 1団体が福祉事業団） 

再委託なし     

北九州市障害児
等療育支援事業 

36,435 
対象児の適切な処遇を確保することのでき
る障害児施設を運営する団体に委託する必
要があるため。 

再委託なし     

障害程度区分認
定事務委託 

89,083 

 認定調査を委託できるのは、法により①
市から相談支援事業の委託を受けている相
談支援事業者②指定市町村事務受託法人③
指定障害者支援施設(当該施設を利用して
いる場合の更新申請に限る）となっており、
本市の委託内容と法の要件を満たす者は同
事業団を含め２事業者しかなく、そのうち
1 事業者は本市の事業規模に対応できる人
員がおらず、履行可能な団体は同事業団の
みであるため。 

障害程度区
分認定調査
事務 

7

社会福祉
法人 
みねやま
福祉会 

随意契約 
（特命） 

調査対象者が京都
府京丹後市の施設
に入居しており、
周辺に調査機関が
1 箇所しかないた
め、委託契約書第
12 条但し書きによ
り、あらかじめ市
長の承認を得て、
特命随契したも
の。 

中途視覚障害者
緊急生活訓練事
業 

18,800 

本事業における訓練は、中途視覚障害者の
安全性を確保し、体系的な訓練を実施する
ことができる有資格者である歩行訓練士が
実施しなければならないが、本市内には、
同事業団以外に当該歩行訓練士を有してい
る事業者がいないため。 

相談員（中途
視覚障害者）
によるピア
カウンセリ
ング的な専
門（個別）相
談業務    
コミュニケ
ーション訓
練（点字・パ
ソコン講習）

407
有限会社 
化成フロ
ンティア 

随意契約 
（特命） 

委託契約仕様書に
規定している業務
実施条件を満たす
必要があるが、自
己組織内に適格者
を有しないため、
人材の派遣を受け
る必要があり、適
格者を有する事業
者と契約するも
の。 
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補助業務 

放課後児童健全
育成事業 

14,080 
委託先については「放課後児童健全育成事
業実施要綱」により公益法人その他市長が
適当と認める公共団体となっている。 

再委託なし     

乳幼児発達相談
指導事業 

882 
当事業は、専門性の高い業務であり、実績
があり円滑に事業を遂行できるものが当該
業者以外にいないもの。 

再委託なし     

のびのび赤ちゃ
ん訪問事業 

42,608 
参加者の有無を確認する公募を実施した結
果、履行可能なものが当該団体以外にいな
かったもの。 

再委託なし     

乳幼児精密検診 0 
精密検診という非常に専門性の高い業務の
契約であるため、指定医療機関でしか実施
できないため 

再委託なし     

特定保育事業委
託 

1,760 
専門の保育室、職員の配置等、本事業に必
要な体制を整えている保育所が他にないた
め。 

再委託なし     

休日保育事業委
託 

6,927 
各行政区に最低１ヶ所設置としているが、
制度に否定的な保育所も多く、競争入札に
適さないため。 

再委託なし     

平成 25 年度子ど
も・若者応援セン
ター「ＹＥＬＬ」
運営業務 

22,030 
公募手続きを行った結果、当該業者以外に
参加意思を表明する者がいなかったため。

再委託なし     

平成 25 年度子ど
も・若者応援セン
ター「ＹＥＬＬ」
支援プログラム
実施業務 

245 
本業務を実施できるのは、「ＹＥＬＬ」を
運営している当該業者のみであるため。 

再委託なし     

学校医職務委託 276 

 肢体不自由者を対象にしている北九州特
別支援学校には、北九州市立総合療育セン
ターへ入院及び通院している児童生徒が多
く在籍している。 
 北九州特別支援学校と北九州市立総合療
育センターは隣接しており、緊急の事態に
おいて内科校医としての職務を遂行するこ
とが可能である。 
 また、総合療育センターへ入院及び通院
している児童生徒が多く在籍していること
から、総合療育センターに所属する医師が
内科校医の職務を担うことで、当校に在籍
する肢体不自由の児童生徒への健康管理を
十分に行うことができる。以上により、北
九州市立総合療育センター以外に上記の業
務を担当する団体はいないため。 

再委託なし     

特別支援教育サ
ポート事業にお
ける、専門医・専
門家制度業務 

502 

同事業団が管理運営する総合療育センター
は、本市で唯一の障害児の総合的な医療機
関であり、障害者に対する専門的な知識を
有しており、本市障害児の就学相談の際の
検査や診断に携わるなど本市特別支援学校
及び特別支援学級の児童生徒の状況をよく
理解している。本業務を実施できるのは、
同事業団以外にいない。 

再委託なし     

特別支援教育専
門医及び特別支
援教育専門家制
度業務 

1,787 

同事業団が管理運営する総合療育センター
は、障害児に対する早期診断及び治療を目
的とした総合療育機関であり、障害児の就
学相談の際の検査、診断を行い、本市特別
支援学校及び特別支援学級の児童生徒の状
況をよく理解している。本業務を実施でき
るのは、同事業団以外にいない。 

再委託なし     

北九州特別支援
学校における児
童生徒緊急時対
応等業務 

5,156 

同事業団が管理運営する総合療育センター
は、障害児に対する早期診断及び治療を目
的とした総合医療機関である。また、当該
児童生徒の状況（体調）を詳しく把握して
いる主治医が多数いるため、緊急時におけ
る迅速かつ適切な対応が可能であるため。

再委託なし     

合 計 1,057,752 
 

合 計 35,979  
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